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　当院膵がんセンターでは、膵がんの早期発見・治療を目指し、２０２１年２月から膵がん　当院膵がんセンターでは、膵がんの早期発見・治療を目指し、２０２１年２月から膵がん
ドックを開設しています。ドックを開設しています。

　膵がんドックでは、下記の３つのプランを用意しています。ご希望にあわせて選択してください。なお、費　膵がんドックでは、下記の３つのプランを用意しています。ご希望にあわせて選択してください。なお、費
用はすべて自費になります。用はすべて自費になります。

　膵がんドックはすべて予約制で、毎日（平日のみ）１名の受付となっています。プランを選んでいただいた
上で、下記電話予約センターにお電話いただき、予約してください。

ご 予 約 電 話 番 号ご 予 約 電 話 番 号 　  　  ☎️☎️ 0 7 3 - 4 4 1 - 0 4 8 90 7 3 - 4 4 1 - 0 4 8 9
【受付時間】8：30 〜 16：00（土・日・祝日・年末年始を除く）【受付時間】8：30 〜 16：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

膵がんドックのご案内

（１）血液検査
　膵酵素、腫瘍マーカーの数値を参考に膵がんの疑い
がないか検査します。
（２）MRI（MRCP）検査
　強い磁場を有するトンネルの中に入り、胆汁や膵液な
どの液体の部分だけを抜き出して体の中を画像化して
病気を発見します。放射線を使わないため、比較的に
体への負担が少ない検査です（検査時間約 30 分）。
（３）腹部エコー検査（US）
　人間に聞こえないほどの高い周波数の音（超音波）

を体の外から当て、反射した音から目的の部位の画像
を作ります。超音波は人体に無害で、痛みもありません。
体形による死角が生じることはあり得ますが、身体への
負担が小さい検査です（検査時間 20 分）。
（４）超音波内視鏡検査（EUS）
　超音波内視鏡検査（EUS）は超音波（エコー）装置
が先端についた内視鏡を消化管から挿入して胆道や膵
臓などの観察を行う検査です。消化管の内側から検査
するため、通常のエコー検査に比べてより詳細に病変
を観察することができます（検査時間約 30 分）。

■ プランのご案内

■ 検査について

■ 申し込みについて

プラン名 内　　容 検査内容 料金（税込）※
プラチナプラン

（毎週火・木曜日実施）
胆・肝・膵すべて診る最も充実したプランです。超音波内視鏡検査（胃カメラ）
も行うので、胃の状態も診ることができます。

・血液検査　・腹部エコー検査
・MRI 検査　・超音波内視鏡検査 137,060 円

ゴールドプラン
（毎週月・金曜日実施）

胆・膵を診るプランです。超音波内視鏡検査（胃カメラ）も行うので、胃の状態
も診ることができます。

・血液検査　・MRI 検査
・超音波内視鏡検査 129,580 円

シルバープラン
（毎週水曜日実施）

精密腹部エコー（半坐位法やミルクティーなどを用いた胃充満法を追加実施）で
胆・肝・膵を診るプランです。検査が比較的短時間で済み、超音波内視鏡検査（胃
カメラ）がないので体への負担が少なく、超音波内視鏡検査に抵抗がある方向け
の検査です。

・血液検査
・MRI 検査
・膵精密エコー検査

116,600 円

※新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、ドック前PCR検査を実施しています。上記はPCR検査費用を含んだ料金です。
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透析情報カードを導入しています

青洲基金感謝状贈呈式

青洲基金について

　近年、台風や記録的豪雨等による大規模災害が各
地で発生しています。本県も例外ではなく、平成
23 年の台風 12 号による記録的豪雨では、紀伊半島
を中心に甚大な被害が出ました。道路の寸断や電話
回線不通により透析患者さんの孤立や安否確認困難
という問題が生じ、また長期間の断水のため透析が
できないという事態に陥りました。
　透析は命を繋げるために欠かさず続けていく必
要があり、かかりつけの透析施設の被害状況によっ
ては別の施設などで臨時に透析を行う可能性が生
じます。そういった災害時の透析患者さんにとって、
自分の透析条件を携帯し、万が一の際に他施設にお

いても日頃と同条件で透析を受けられるということ
はとても大切です。本年 7 月に開設した当院の外来
透析センターにおい
て は、 透 析 毎 に 新 し
く自動更新される透
析 情 報 カ ー ド を、 県
内で初めて導入して
お り、 地 域 の 災 害 医
療の一助になるもの
として今後期待され
ています。

　この度、本学が設置する青洲基金に、医療法人千
徳会桜ケ丘病院名誉院長の成川守彦様及び医療法人
輝照会理事長の末吉建治様から多額のご寄附をいた
だきました。そのご厚意に感謝の意を表して、令和
3 年 6 月 21 日及び令和 3 年 8 月 26 日に、本学の
理事長室において、宮下和久理事長から感謝状の贈

呈を行いました。
　いただいた寄附金はそれぞれのご意向に沿い、附
属病院の環境整備事業及び教育研究の向上事業に有
効に活用させていただきます。本当にありがとうご
ざいました。

宮下和久理事長（左）と成川守彦様 宮下和久理事長（左）と末吉建治様

　本学では、医療系総合大学としての一層の発展
を目指し、教育研究の向上事業、附属病院の環境
整備事業及び修学支援基金事業等に活用させてい
ただくため、基金を設置しています。振込依頼書又

はインターネットによるお申し込みを受け付けてお
ります。詳細は下記ホームページをご確認ください。
　本基金の趣旨をご理解いただき、格段のご支援
とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

公立大学法人和歌山県立医科大学　事務局総務課　基金担当
〒 641-8509 和歌山市紀三井寺 811 番地 1
TEL 073-441-0710　　FAX 073-441-0713　　E-mail kikin@wakayama-med.ac.jp
青洲基金ホームページ https://www.wakayama-med.ac.jp/usermenu/seishu-kikin/
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Student Doctor 称号授与式

COPA症候群（遺伝性炎症性疾患）の病態を反映する
新規モデルマウスを樹立

　医学部新 5 年生に対する Student Doctor 称号
授与式を 6 月 28 日に本学講堂で執り行いました。
Student Doctor とは、全国の医学部が共通の問
題を用いて行う医学全般の知識・実技の試験に合格
し、臨床実習を行うことを許された医学部生のこと
で、全国医学部長病院長会議が認定するものです。
臨床実習に先立って、医療人としての心構えを再認
識し、決意を新たにすることを目的として開催して
います。
　称号授与式では、宮下和久理事長が式辞を、中尾
直之病院長が訓辞を述べ、臨床実習に出る学生を激
励しました。例年は壇上で全員に白衣と認定証の授
与を行っていますが、今年度は新型コロナウイルス
感染症拡大防止の観点から、全員予め白衣を着用し

て式典に出席し、代表者が壇上で認定証を受け取り
ました。最後に学生代表が臨床実習に向け、決意表
明を行いました。現在、学生たちは各診療科におい
て一生懸命知識や技術の習得に励んでいます。

　間質性肺炎や関節炎などを引き起こす難治性の遺伝
性炎症疾患「COPA 症候群」は、細胞内におけるタ
ンパク質の輸送を担う COP αを合成する COPA 遺
伝子のバリアント（遺伝子の違い）が原因であること
が分かっていますが、その詳しい病態については明ら
かになっておらず、治療法も確立していません。
　このような中、本学医学部先端医学研究所生体調
節機構研究部の改正恒康教授らの研究グループは、
京都大学大学院医学研究科、聖隷浜松病院等との共
同研究において、患者から発見した新規の COPA
遺伝子バリアントを導入したマウスを作成し、そ
の解析を行いました。その結果、このマウスでは
COPA 症候群の患者と類似した間質性肺炎の所見が
認められました。また、COPA 症候群の患者の末梢
血細胞では、Ⅰ型インターフェロンによって誘導さ
れる遺伝子群の発現が亢進することも知られていま
すが、このマウスの脾臓でも同様の状態が確認され
ました。このことから、作成したマウスが COPA
症候群モデルマウスとして有用であることが明らか
になりました。
　さらに、研究グループはウイルスやがん細胞由来
の核酸の刺激に反応してⅠ型インターフェロンの産
生を誘導する「STING」という機能分子に着目しま
した。Ⅰ型インターフェロンはウイルスやがん細胞に
対する防御機能として働く一方、過剰に産生すると炎
症を引き起こし、臓器などにダメージを与えます。こ
の STING の機能や細胞内の所在を調べたところ、

患者由来の遺伝子バリアントを持つマウスの樹状細
胞において、STING は核酸の刺激を受けた後、細胞
内のゴルジ体に過剰に蓄積し、Ⅰ型インターフェロ
ンの産生を強力に促進することが分かりました。
　今回樹立したマウスをさらに解析することによ
り、今後、COPA 症候群や間質性肺炎の病態メカニ
ズムの解明、新たな治療法の開発が進むことが期待
されます。

記者発表する大学院生の加藤喬さん

記者の質問に答える改正恒康教授（右）
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まんだらげはホームページからもご覧いただけます。
http://www.wakayama-med.ac.jp/hospital/info/kohoshi/index/html

外来受付時間
◦受付時間 午前8時50分～午前11時30分
◦再診で予約のある方は指定時間（予約票の記載時間）
◦休診日／土曜日・日曜日・祝日・年末年始（12月29日～1月3日）
※診療スケジュールは、ホームページからご覧いただけます。

和歌山県立医科大学附属病院広報誌 まんだらげ(Vol.58)

次号発行は
2022年
1月です。

掲示板掲示板

予約センターからのお知らせ

マスク着用及び検温へのご協力のお願い

患者さんの権利 患者さんへのお願い

〜診察予約のご案内（初めて受診される方）〜
当院の外来受診は、原則として「予約制」とさせていただいております。
ご予約は、できるだけかかりつけの医療機関などから FAX でお申し込みください。

　当院では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、来院者にはマスクの着
用をお願いしております。
　また、正面玄関及び東玄関において午前７時から午後７時まで、サーモグラフィによる
検温を実施しております。カメラの前を通過していただくだけで体表面の温度を計測する
ことができます。
　患者さんに安心して受診いただけるよう努めておりますので、ご理解・ご協力のほどよ
ろしくお願いいたします。

当院では、受診される皆様が、以下の権利を有することを
確認し、尊重します。

当院では、さまざまな医療を提供しておりますので、次のことを十分
ご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し上げます。

■医療機関からのご予約 ■ご本人からのご予約
① かかりつけの医療機関などから当院所定の「予約

申込書」にて患者支援センターに FAX 送信して
ください。

② 20分以内を目途に予約をお取りし、予約日時・医師
名を記載した予約票を発信元の医療機関に FAX
返信いたします。

③ 予約当日は、予約票・紹介状・保険証・診察券（受
診歴のある方）をご持参のうえ、外来受付に直
接お越しください。

※電話だけでなく9:30 〜 17:00 まで院内の予約窓口も開設しています。

※当院では、患者さんの安全を守ることを第一に診療を行っておりますが、
他の患者さんや職員への暴力・暴言・大声・威嚇などの迷惑行為があった
場合は診察をお断りすることや退去を求めることがあります。著しい場合
は警察に通報いたしますのでご了承ください。

① かかりつけの医療機関などで紹介状をご用意くだ
さい。

　※特定の医師による診療をご希望の場合は必ず「○○科
○○医師」と明記した紹介状をご用意ください。

② 「当院予約センター」に直接お電話ください。
③ 予約当日は、紹介状・保険証・診察券（受診歴の

ある方）をご持参のうえ、外来受付に直接お越し
ください。

患者支援
センター

電話予約
センター

FAX番号：073-441-0805
受付時間：月・火・水・金／9:00〜19:00
              　    木　　 ／9:00〜17:00
　　　　　 （土・日・祝日・年末年始を除く）

電話番号：073-441-0489
受付時間：月〜金／ 8:30 〜 16:00
　　　　　 （土・日・祝日・年末年始を除く）

個人として尊重され、平等に良質な医療を受ける権利が
あります。

診療に関して、十分な説明と情報を受ける権利があります。

十分な情報を得た上で、自己の意思に基づいて医療を受
け、あるいは拒否する権利があります。

他の医療者の意見（セカンドオピニオン）を求める権利が
あります。

個人情報やプライバシーを保護される権利があります。

適切な医療を実現するために、患者さんご自身の健康に
関する情報をできる限り正確にお話しください。

医療に関する説明を受けられて理解できない場合は納得
できるまでお聞きください。

治療上必要なルールはお守りください。また治療を受け
ていて不安を感じましたらすぐにお知らせください。

すべての患者さんが適切な医療を受けられるようにする
ため、他の患者さんのご迷惑にならないようご協力くだ
さい。

当院は教育・研究機関でもありますので、医学生・看護
学生などが実習や研修を行っております。ご理解とご協
力をお願い申し上げます。
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